
今日で後期前半を終了し、明日から冬休みに入り 今年の１年生は、ＳＤＧｓ学習のまとめとして、

ます。今日は冬休み前集会を開催しました。作文発 「2025年度 まちのみんなに広がった私たちの環境

表では、１年生の小松田 さん、２年生の中原 アクション」（主催：日本環境教育学会）に応募し

さん、３年生の小松田 さんが、学習面や生活 ます。フードロス削減、有機肥料を使った野菜栽培、

面、部活動や地域クラブ活動での成長について述べ その野菜を使ったエコクッキング、エコハウスの考

てくれました。３人とも、自分の力を伸ばすために 案、服の力プロジェク

具体的な目標を定めて、努力を積み重ねている様子 トへの参加･･･「光輝」

がうかがえました。また、「来年度はこうありたい」 学年の生徒は、食や住

という１年後の自分の姿を見据えている点も素晴ら 環境の問題点を通して、

しかったです。 社会課題を考え、持続

また、ミニ演奏会では、中村 さんがドラムの 可能な社会についてビ

演奏を披露してくれました。とても迫力ある演奏で ジョンをもったようで

した。 す。今年考えたことを、

明日から冬休みに入り、いよいよ令和７年も大詰 本アクションに応募して

めを迎えます。来る年は午（うま）年。生徒のみな まとめとするので、保護

さんが天馬のように自分の目標に向かって飛翔して 者の皆様もご期待くださ

くれることを願っています。保護者の皆様には、今 い。

年一年、大変お世話になりました。来る年もどうぞ

よろしくお願いします。

今日はクリスマス。1897年9月21日、アメリカ合

衆国の新聞「ニューヨーク・サン」が「世界で最も

昨日まで２人の高校生が「教師ミニミニ体験」に 有名」と言われる社説を掲載ました。それは「サン

参加し、頑張っていきました。今後のキャリア形成 タクロースは本当にいるんですか」という８歳の女

の一助になるとうれしいですね。感想を掲載します。 の子からの質問に応える形で掲載されました。

伊藤 さん（高校 年生）

約２年ぶりに南中で学校生活を送り、とても懐かしく感じまし

た。授業の進め方や意見の引き出し方を学び、コミュニケーシ

ョンを取りながら教える難しさを感じました。あっという間の３日

間、温かく迎えていただいたおかげでたくさんの学びを得まし

た。貴重な体験をさせていただきありがとうございました。

久米 さん（高校 年生） 私たちは結果や成果など、目に見えるものだけを

この３日間の体験で教職への理解が深まりました。授業の 信じてしまいがちですが、実は、愛や夢や努力など、

準備のことで悩んだ反面、やりがいのある職業だなと改めて感 目に見えないものに価値があり、それを信じること

じました。南中には初めて訪問しましたが、先生方の優しさや が尊いのだ、ということを説いた社説だったようで

生徒のみなさんの爽やかな挨拶に励まされました。短い間でし す。そこに真実があるからこそ、百年たった現在で

たが貴重な経験をさせていただきありがとうございました。 も、最も有名な社説と言われるのでしょうね。

大変お世話になりました。来る年もよろしくお願いします。よいお年を！ 大曲南中学校職員一同
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